
天
草
高
校
が
Ｓ
Ｓ
Ｈ
指
定
校
に
な
っ
て
一
年

が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
の
初
年
度
の
動
き
を
見

て
い
る
と
、
新
し
い
教
育
機
関
と
し
て
大
き
く

変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
感
じ
を
受
け
ま
す
。
そ

れ
は
Ｓ
Ｓ
Ｈ
に
携
わ
る
先
生
方
の
熱
意
と
、
新

し
い
学
習
に
取
り
組
み
学
ぶ
生
徒
た
ち
の
意
欲

の
表
れ
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

Ｓ
Ｓ
Ｈ
で
は
、
学
習
指
導
要
領
に
よ
ら
な
い
、

学
校
設
定
科
目
の
設
置
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

｢

天
草
サ
イ
エ
ン
ス
Ⅰ(

Ａ
Ｓ
Ⅰ)

｣

と
い
う
科
目

が
作
ら
れ
、｢

天
草
学
連
続
講
義｣

が
４
月
か
ら

６
月
ま
で
に
８
回
の
校
外
講
師
に
よ
り
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
ま
ず
足
元
か
ら
、
天
草
の
風
土
、

自
然
、
産
業
な
ど
を
学
び
、
地
域
課
題
を
探
求

す
る
こ
と
で
研
究
テ
ー
マ
を
模
索
す
る
の
で
す
。

な
か
で
も
、｢

特
別
記
念
講
演
会
」
で
の
東
京

大
学
大
気
海
洋
研
究
所
の
横
山
祐
典
教
授
の
話

に
は
感
銘
を
受
け
た
様
子
で
し
た
。
今
年
度
の

｢

Ａ
Ｓ
Ⅰ｣

も
始
ま
り
ま
し
た
。
さ
ら
に｢

Ａ
Ｓ

Ⅱ｣

も
新
た
に
始
動
し
て
い
ま
す
。

天
草
高
校
Ｓ
Ｓ
Ｈ
事
業
に
は
運
営
指
導
委
員

会
が
あ
っ
て
、
事
業
に
関
す
る
助
言
を
し
て
く

れ
ま
す
。
委
員
の
メ
ン
バ
ー
は
熊
本
大
学
理
学

部
及
び
教
育
学
部
、
祟
城
大
学
工
学
部
、
長
崎

大
学
水
産
学
部
、
鹿
児
島
大
学
農
学
部
、
天
草

市
役
所
、
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
Ｏ
，
熊
本
日
日
新
聞
社
、

熊
本
県
教
育
セ
ン
タ
ー
の
学
部
長
や
教
授
の
９

名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
第
１
回
の
運
営
指

導
委
員
会
で
は｢

方
向
性
に
つ
い
て｣

の
助
言
を

貰
い
ま
し
た
。

８
月
、
富
岡
に
あ
る
九
州
大
学
附
属
天
草
臨

界
実
験
場
に
お
い
て
、
１
年
生
を
対
象
に
し
て
、

基
礎
実
習
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
同
じ
夏
休
み

中
に
、
神
戸
国
際
展
示
場
で
は｢

Ｓ
Ｓ
Ｈ
生
徒

研
究
発
表
会｣

に｢

科
学
部｣

が
参
加
し
て
い
ま

す
。
こ
の
大
会
は
国
内
206
校
、
海
外
25
校
参
加

の
規
模
を
誇
る
も
の
で
し
た
。
天
草
高
校
の
ポ

ス
タ
ー
展
示
ブ
ー
ス
に
も
た
く
さ
ん
の
見
学
者

が
訪
れ
ま
し
た
。

10
月
、
祟
城
大
学
で
生
徒
理
科
研
究
発
表
会

「
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
７｣

が
開

催
さ
れ
、
「
科
学
部
」
が
参
加
し
ま
し
た
。
物

理
、
化
学
、
生
物
、
地
学
の
各
部
門
で
の
研
究

成
果
の
発
表
会
で
す
。
天
草
高
校
は
生
物
部
門
、

地
学
部
門
で
４
点
の
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
結

果
、
地
学
部
門
の
「
珪
藻
・
花
粉
分
析
か
ら
天

草
の
海
水
準
変
動
と
古
環
境
を
探
る
」
が
最
優

秀
賞
１
位
を
獲
得
し
ま
し
た
。

11
月
以
降
、
更
に
活
動
の
場
が
拡
が
り
ま
す
。

科
学
の
甲
子
園
熊
本
県
代
表
選
考
会
、
熊
本
県

ス
ー
パ
ー
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
指
定
校
合
同
研
究
発

表
会
、
第
１
回
日
本
医
療
研
究
開
発
大
賞
記
念

講
演
会
へ
の
参
加
。
12
月
に
は
有
名
な
エ
バ
ン

ジ
ェ
リ
ス
ト
で
あ
る
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
の
西

脇
氏
を
招
い
た
り
、
長
崎
大
学
水
産
学
部
の
学

部
長
を
始
め
各
先
生
方
と
の
ネ
ッ
ト
で
の
質
疑

応
答
形
式
の
講
義
、
１
年
生
に
よ
る
小
学
生
対

象
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
講
座
、
熊
本
大
学
で
日

本
生
物
教
育
学
会
で
の
研
究
発
表
の
聴
講
な
ど

多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
日
本
最
大

の
中
高
生
の
た
め
の
学
会
と
言
わ
れ
て
い
る

｢

サ
イ
エ
ン
ス
キ
ャ
ッ
ス
ル
２
０
１
７
」
に
27

名
参
加
。
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
、
科
学
部

１
年
生
の
部
員
が
発
表
し
た
「
天
草
ゲ
ン
ジ
ボ

タ
ル
に
つ
い
て
」
が
優
秀
賞(

２
位
相
当)

を
受

賞
し
ま
し
た
。

年
が
明
け
て
２
月
、
天
草
市
民
セ
ン
タ
ー
に

於
い
て
、
第
１
回
天
草
高
校
Ｓ
Ｓ
Ｈ
研
究
成
果

発
表
会
を
開
催
。
口
頭
発
表
と
ポ
ス
タ
ー
発
表

を
実
施
し
ま
し
た
。
運
営
指
導
委
員
、
全
国
の

高
校
の
先
生
、
近
隣
の
中
学
校
の
先
生
、
そ
し

て
保
護
者
を
招
い
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
好
評

を
博
し
ま
し
た
。

平成30年5月1日 第18号 あまたか関西

天
草
高
校
Ｓ
Ｓ
Ｈ

ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル第１回天草高校ＳＳＨ研究発表会

天草高校ＳＳＨのロゴマーク。

このロゴマークを見かけたら、

注目してください。
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